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一、はじめに
　
二〇一六年、神戸女子大学古典芸能研究センターでは、開設
15
周年を記念する事業の一環で、これまで所在が不明であった食満南北の随筆『大阪藝談』を刊行し 刊行記念講演会にあわせて、刊行記念展示「食満南北」を催した。その際、豊竹咲太夫氏より二点の資料をお借りした。一点は、食満南北画賛の屏風、もう一点が食満南北が脚色した浄瑠璃「恩讐の彼方に」の床本であった。　
この床本は、言うまでもなく菊池寛の小説『恩讐の彼方に』を
浄瑠璃化したものである。昭和三十年一月の公演、太夫は竹本綱太夫、三味線は竹澤彌七である。食満南北は、昭和三十二年五月に亡くなるので、これは彼の最晩年の仕事といえる。数度の再演と、一度の歌舞伎化をみたこ 食満南北脚色「恩讐の彼方に」上演史を断片ながら追ってみ 。
二、食満南北について
　
明治十三年七月三十日泉州堺の櫛屋町に生まれる。本名食満貞
二。没年は昭和三十二年五月十四日。祖父の食満藤平は、摂津国下食満村の生まれで、堺へ出て酒造家として一代で財を築いた。堺に出る際に、姓を「堀江」から「食満」に変えたらしい。　
食満家の次男として生まれた南北は、さまざまな職を遍歴した
後、歌舞伎作者として身を立てることになる。その遍歴の様は、自著『作者部屋から』
（宋栄堂、 昭和十九年）
や『劇壇三十五年』
（昭
和十五年）
に記されている。
　　
「酢屋」 「酒屋の丁稚」 「会社の小僧」 「銀行員」 「古本屋」 「書生」 「商業会議所員」 「画家の弟子」 「宗教家」 「人形家」 「ペンキ看板屋」 「映画屋」 「新聞記者」 （ 『劇壇三十五年』より）
　　
「今津、大関（酒造家）の丁稚」 「第七十九銀行の行員」 「大阪融通会社員」 「酢屋」 「神戸商業会議所員」 「古本屋」 「人形屋」 「新聞記者 等々（ 『作者部屋から』より）
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一時期早稲田大学に籍を置き、坪内逍遙の教えを受けたらしいが、その時期は不明である。卒業はしていないという。　
歌舞伎作者としての出発は、東京歌舞伎座の作者部屋に入り、
福地櫻痴の下での修行から始まるが、明治三十九年、役者とのトラブルで東京を去る。その顛末は『作者部屋から』に詳しい。　
大阪へ戻った南北は、十一代目片岡仁左衛門の付作者となるが、
仁左衛門との間にもトラブルが起き、袂を分かつこととなる。その後、明治四十二年 林長二郎（初代中村鴈治郎の長男）の口利きで、松竹に所属して鴈治郎 付作者となる。　
大阪での南北は、歌舞伎以外の分野でも活躍をしている。演芸
関係の雑誌『郷土研究上方』 、 『道頓堀』 、 『演芸画報』などへ批評や雑記を執筆し、文楽の新作制作にも関わっている。芦辺踊りなどで作詞を担当したことがあり、松竹歌劇団の「春のおどり」では、初回から作詞や演出に携わっている。また、南北には川柳の作者としての一面もあり、上方の川柳の雑誌『番傘』に川柳や小文を発表している。さらに、若い頃に稲野年恒のもとで画家としての修業もしたと うが、絵も堪能であり、自画自賛の軸などが多く残る。
三、菊池寛作『恩讐の彼方に』とその劇化
　
小説『恩讐の彼方に』は、大正八年
（１９１９）
一月に雑誌『中
央公論』に発表された菊池寛の代表作の一つである。翌大正九年
四月には、 菊池自身の手により劇化された『敵討以上』が雑誌『人間』に発表される。さらに昭和七年に、雑誌『富士』に『青洞門物語』と題する改作が発表される。小説『恩讐の方に』と劇 敵討以上』 、小説『恩讐の彼方に』と劇『敵討以上』と小説『青洞門物語』の関係や、菊池寛が目指したものの違いなどについては先行研究が複数ある。いずれも、菊池寛という大正から昭和に掛けて、純文学から大衆小説へと変遷した一人の作者のあり方を考察する、菊池寛研究の一環であることはいうまでもない。　『敵討以上』が雑誌に発表される直前の大正九年三月二十六日から三十日まで 帝国劇場で十三世守田勘弥が「恩讐の彼方に」を上演している。歌舞伎の公演 はなく 「文藝座劇」であり、あわせて上演されたのは 吉井勇の「狂芸人」と武者小路実篤の
「二十八歳の耶蘇」であった。 「恩讐の彼方に」の主人公である市九郎後の了海を守田勘弥、お弓を初瀬浪子、中川三郎兵衛を市川介十郎、中川実之助を坂東三吉が演じている。場割は、序幕
　
中
川家の離座敷、二幕目
　
木曽街道の峠茶屋、第二場
　
同じく奥の
部屋、三幕目
　
九州青の洞門の入口、第二場
　
同じく洞門の内部、
第三場
　
同じく内部の奥である。
　
続く大正十三年
（１９２４）
六月、今度は市村座で「恩讐の彼
方に」が上演される。合わせて上演されたのは「ルイズの最後」「悪太郎」 「今戸心中」である。主人公である市九郎後の了海を二世市川猿之助、お弓を河合武雄（新派の女形） 、中川 郎兵衛を市川段猿、中川実之助を二世市川小太夫が演じている。三幕六場
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で、序幕
　
浅草田町旗本中川三郎兵衛邸の場、二幕目が鳥居街道
茶店の場、同茶店奥の場、三幕目が耶馬溪青の洞門入口、同洞門の内部、 同一年後洞門の内部である。その後、 「恩讐の彼方に」は、新国劇のレパートリーとなり度々上演されている。　
帝国劇場、市村座、新国劇のいずれも、外題は「恩讐の彼方に」
であるが、実際に上演されたのは、菊池寛により劇化された『敵討以上』であった。菊池寛自身は、脚本集『藤十郎の恋』 （大正九年四月十日、 潮社刊
　「藤十郎の恋」 「敵討以上」 「屋上の狂人」
「父帰る」 「奇蹟」所収）の後序で　　
 「敵討以上」は、曾て自分の「忠直卿行状記」を上演した守田勘弥氏に依つて、早晩演ぜらるべき筈のものである。
と記している。 「敵 」という題名 ついて 菊池寛は同じく後序で　　
 「敵討以上」に就ては、何も云ふことはない。たゞ、題を改めたことは、 「敵討以上」の方が 此の題目を端的に現はして居ると思つたからである。
と述べているが、演じる側からすれば、 「恩讐の彼方に」の方が周知の題であり、集客の面からも、 「敵討以上」という題で上演する気はなかったことであろう。
四、食満南北脚色浄瑠璃「恩讐の彼方に」初演
　
そもそも、小説の『恩讐の彼方に』について、作者の菊池寛自
身は、次のような言葉を残している。 （傍線稿者）　　
作としてはよくないかも知れないが、話としてはいゝ話ですよ。それで当然徳川時代の浄瑠璃 んかになつてもい 話なんですけれど、何うしてならないかといふと、仇敵を討たなかつたからですね。仇敵を討たないといふことが 徳川時代の道徳に容れ れないので、芝居にもならないかつた訳ですね
  
（ 『婦女界』 「菊池寛氏の昔と今」大正十四年一月）
この「浄瑠璃なんかになつてもいい話」を浄瑠璃に脚色 たのが食満南北であった。　
ところで南北は、菊池寛の小説『恩讐の彼方に』を脚色したの
か、戯曲『敵討以上』を脚色したのか、それとも小説『青洞門物語』を脚色したのか。 「恩讐の彼方に」 小説の冒頭の市九郎お弓による主人殺しの部分がないが、 これ 『青洞門物語』に倣っている。しかし、場割を始めとして全体的には、明らかに戯曲『敵討以上』を脚色 ている。会話劇である『敵討以上』に対して、 浄瑠璃なので当然のことながら、 浄瑠璃「恩讐の彼方に」は地の文と詞の文がある。例えば冒頭　　
木曽のかけ橋ナアエエ。中も丸木のエーオーホー中も丸木の虹かかる。ここはところも木曽路なる鳥居峠の茶屋の軒。桜ふくらむ浅き春。主の妻が黒髪を。こゝ名物のお六櫛。女房お弓は声をかけ。お前さんモウ八ツ 廻つているよ。呼起されて立出る。
あるいは末尾、
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 隈なき月の頓生菩提。両手を合はす本来のその佛心の尊さよ。かくて山国七郷の民も情けに春の洞門今耶馬溪に。残りたる。昔語りぞうつくしき。
　
こうした地の部分は、小説『恩讐の彼方に』を基にしつつ、南
北が創作した所であろう。一方、詞の部分をみると、例えばお弓が旅の夫婦連れを襲うよう市九郎を唆す部分で　　
 考へてもおみよ。一時は馬道小町とよばれた私が誰 為にこんな山なかに。しがいない らしをしなきやならないのだ。みんなお前の為じやアないかね。
と言うが、これは『敵討以上』の以下の文を下敷きにしているのは明らかである。　　
 お前さんも考えて見るがいい 妾だって昔 満更捨てた女でもなかったのだよ。馬道小町とまで、浅草界隈で、人に騒がれた妾が、木曾 山奥まで流れて来て、山猿同様のしがねえ暮しをしているのも、一体誰の為だとお思いなのだえ。みんなお前さんというお主殺しの悪党を、亭主にしている為じゃないかえ。
この部分は、小説『恩讐の彼方に』にはない　
最初に述べた豊竹咲太夫氏所蔵の床本は、昭和三十年上演の際
のものであるが、食満南北脚色の浄瑠璃「恩讐の彼方に」は、昭和十四年十月五日から四つ橋文楽座での公演が初演であった。この時には、 「青の洞門」の部分のみが上演されている。番付によると配役は以下の通りである。
①（太夫）
（人形）
了
　
海
　　
竹本相生太夫／竹本織太夫吉田
　
栄三
実之助
　　
竹本相生太夫／竹本織太夫桐 紋十郎
石
　
工
　　
竹本長尾太夫
吉田
　
玉市
同女房
　　
豊竹 太夫
吉田文之助
　
  （三味線）
鶴沢道八・竹澤団六・野沢吉季・野沢勝芳・鶴沢綱延
了海と実之助は、竹本相生太夫と竹本織太夫のダブルキャストのようである。竹本織太夫は後の竹本綱太夫であり、竹澤団六は後の竹澤彌七である。同時に上演されたのは、 「鬼一法眼三略巻
　
五条橋の段」 ・ 「
梅
　
野
由兵衛
迎籠野中の井戸
　
聚楽町の段」 ・ 「紙子仕立両
面鑑
　
大文字屋の段」 ・ 「
おしゆん伝兵衛
近頃河原の達引
　
四條河原の段・堀
川猿廻しの段」 ・ 「本朝廿四孝
　
十種香の段・狐火の段」 ・ 「妹背山
婦女庭訓
　
道行恋の小田巻」であった。
　
公演のパンフレットには、以下のような解説が記されている。
　　
本曲は所謂新作浄瑠璃で菊池寛氏が洛陽の紙価を高めた一代の名作「恩讐の彼方に」の中、青の洞門の件りを食満南北氏が改訂脚色し、浄曲界の新人竹本織太夫、竹澤團六の協力により浄曲化の完成を見たも 。新作浄瑠璃の人形劇化の呼声、文楽座に高い折柄、興望に応へるべくこゝに敢然脚光を浴びることになつたものである。
また国立文楽劇場の図書室が所蔵する公演パンフレットには、食満南北の挨拶が挟み込まれている。
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 この新作浄瑠璃の物語は国定教科書にも出てゐますので、却つて学生諸君はよく御存知の事ですし、又耶馬溪を見物に行かれた方もかの地の青の洞門の物語は親 く聞かれた事と思ひますが、今日こ 浄瑠璃にあらはれた所だけでは鳥渡この洞門へくるまでの筋が解りにくいと思ひますので申上げて置きませう。 （以下青の洞門までの粗筋）以下は舞台と床とからそのすべてをお伝へ致しませう。
　
この興行については、 『郷土芸能上方』第百六号
（昭和十四年）
に劇評が載っている。草紙亭小太郎による「神無月文楽評判」である。以下に「恩讐の彼方に」の部分のみ挙げる。 （旧字体は新字体に直した。以下同）　　
第三
　
恩讐の彼方に（春
ママ
の洞門の段）
　　
 　
食満南北詞の脚色は鮮やかに纏つてゐる流石に御手際であ
る、演出に、舞台装置に、非常に効果的な新機軸を出 てゐるのが素晴らしくよい。それを川柳 して見る
　　　　
連れ弾きと火花一年経ちにけり
　　
一年
ママ
は三味線入で洞を貫き
　　
三味線がピタリと止めば川の音
　　
栄三も紋十郎も月を見る
　　
仇討も止めて芽出度い四十分
　　
 　
織太夫は了海を、相生太夫は実之助を語り、長尾太夫の石
工、竹太夫の女房で助演、人形では了海が栄三、実之助が紋十郎、惣兵衛は玉市、おみよ文之助、皆それぐ此新作浄瑠璃
を生かすべく懸命に熱演してゐるので、荘厳な感じが可なり浸み出て、緊張して見物する事ができた。
　
評者は、他の演目に関しては、そこそこ厳しい批評も書いてい
ることから、褒めるだけの劇評を書く人ではないと思われる。とすると、 この昭和十四年の「恩讐の彼方に」 、 かなり好評であったのだろう。ちなみに、劇評 冒頭に、食満南北の脚色に対して、「流石の御手際」と述べている。食満南北は、昭和一四年までに、文楽で数作の脚色をしたり新作を提供したりしている。　
五つの川柳からは、幾つかのことがわかる。上演時間が四十分
であった。三味線 演奏がかなり効果的に使われていたようである。了海と実之助が青 洞門で出合い、洞門の掘削が成功するまでの一年の経過を三味線の演奏で示 が貫かれ 瞬間に、それまで演奏していた 音がピタッと止まって、代わりに川の音の効果音が流れるなど、音の面で効果的な演出がなされていたことが示唆される。栄三は了海を遣った人形遣 紋十郎は実之助を使った人形遣い る。洞の掘削が成功した瞬間 それまで鳴っていた三味線 音が止まり、川 音が聞こえてくる。舞台の上には月が昇り、了海と実之助がその月を見上げる。　
昭和十四年の上演が、何故に「青の洞門の段」のみであったの
かは定かでない。他の演目 上演との時間的な問題があった かもしれない。しかし、昭和十四年であれば、菊池寛の代表作『恩讐の彼方に』は当時の観客には周知の物語であって、最後の場面のみの上演でも不都合は無いとの判断があった 考えられ
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五、再演とその後
　
終戦を挟んだ昭和三十年一月、 「恩讐の彼方に」は、再び文楽
で上演される。近松門左衛門の「曽根崎心中」が復活上演されたのと同じ興行である。　
この時の「恩讐の彼方に」は、 「木曽街道峠の茶屋」からの上
演であった。脚色は食満南北、作曲は竹本綱太夫と竹澤彌七、すなわち昭和十四年の上演時と同じメンバーである。上演は、 「鬼一法眼三略巻
　
五条橋の段」 ・ 「神霊矢口渡」 ・ 「曽根崎心中」 ・ 「恋
女房染分手綱」 ・ 「吉例寿式三番叟」 ・ 「車曳」 ・ 「曲輪文章 ・ 「恩讐の彼方に」 ・ 「八百屋献立」 ・ 「絵本太功記
　
尼崎段」 ・ 「新曲小
鍛治」の順であった。 「恩讐の彼方に」の配役は以下の通り。
②（太夫）
（人形）
   中間市九郎後に了海
　
竹本綱太夫
吉田
　
玉市
   女房お弓
　　　　　　
竹本南都太夫吉田玉五郎
   旅の男
　　　　　　　
豊竹十九太夫吉田
　
常次
   旅の女
　　
豊竹弘太夫
吉田
　
文昇
   中川実之助
　　　　　
竹本織の太夫吉田
　
玉男
　
  （三味線）
　
  竹澤彌七・鶴澤寛弘
　
再演の折のパンフレット冒頭には、以下の文章がある。
　　
 次に菊池寛原作の「恩讐の彼方に」が出ます。これは昭和十四年初演、綱、彌七苦心の新曲です 、新作の可否につて
いろいろの説のあるのはともかくとして、初演後十数年更にまゝそれを含味するのも興あることで、同じことが故道八の遺作「小鍛治」についても云えます。
「恩讐の彼方に」解説の直前には以下の文章が記されている。　　
敵討という暗い封建制度のしめ木のもとに喘ぐものが、そ
れを乗り越えてたどりつ た清々しい真如の心境を取扱つたのが、菊池寛の小説 恩讐の彼方に」で ります。のちに同じ材料を「敵討以上」の名で、戯曲として発表されました。その主題 扱い方において、その手法の簡素な点において、また 作風の明快新鮮さにおいて、独特の京地をひらいたこれは寛の作品 一つであ ます。大正九年帝劇で先代守田勘弥の文芸座で初演されて好評をえ から、澤田正二郎らによつてしは〳〵上演されました。文楽座では昭和十四年十月、はじめて浄るり化したものを、今回さらに補綴を加えて 再上演であります。
　
この上演については、 『演劇界』二月号
（昭和三十年）
に大西重
孝による劇評がある。　　
これに比べると「恩讐の彼方に」の方は大分おちる その 、新しく附加えられた鳥居峠によつて筋は通るが、自然あとの青の洞門に刈り込みができて却 平板なものになつた嫌ひがある。そのため綱太夫弥七の努力にも拘らず酬はれるところが尠いやうだ。青の洞門の一段にまとめられた前のテキストに戻したらど らう。
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大西によれば、 この昭和三十年バージョンは、 昭和十四年バージョンに比べて、 追加と省略があったらしい。パ フレットにいう 「補綴を加え」た部分である。これについては、後で検討するとして、その後の「恩讐の彼方に」上演を一部確認すると、昭和三十年代には度々上演されていたことがわかる。　　
③昭和三十年一月
　　
大阪文楽座人形浄瑠璃総引越興行御園座
　　
④昭和三十年三月
　　
文楽座人形浄瑠璃引越公演京都文楽会
　　
⑤昭和三十 年九月
　
道頓堀文楽座
　　
⑥昭和三十四年三月
　
南座
　　
⑦昭和三十四年二月
　
東京文楽会
　　
⑧昭和三十四年三月
　
南座
　　
⑨昭和三十四年九月
　（北海道巡業）
　　
⑩昭和三十九年十月
　
朝日座
　
文楽劇場の図書室で調べ得たものだけであるが以上である。こ
の内、幾つかについてその配役を並べると次の通りである。　　
⑤（太夫・三味線）
　　
竹本津太夫・豊竹つばめ大夫
　　
鶴澤寬治・野澤喜左衛門・竹澤団六
　　
 （人形）
　　
中間市九郎後に了海
　
吉田玉市
　　
女房お弓
　　　　　　
吉田玉男
　　
旅の男
　　　　　　　
桐竹紋二郎
　　
旅の女
　　
吉田文昇
　　
石工宗六
　　　　　　
吉田国秀
　　
宗六女房
　　
吉田淳造
　　
中川実之助
　　　　　
桐竹勘十郎
　　
田舎人
　　　　　　　
大ぜい
　　
⑧（太夫・三味線）
　　
豊竹つばめ太夫・竹本津太夫
　　
野澤喜左衛門・鶴澤寬治・竹澤団六
　　
 （人形）
　　
中間市九郎後に了海
　
吉田玉市
　　
女房お弓
　　　　　　
桐竹紋之助
　　
旅の男
　　　　　　　
桐竹紋二郎
　　
旅の女
　　
吉田文雀
　　
石工宗六
　　　　　　
吉田国秀
　　
宗六女房
　　
桐竹紋弥
　　
中川実之助
　　　　　
桐竹勘十郎
　　
百姓
　　　　　　　　
大ぜい
⑨（鳥居峠茶屋の段
　
太夫）
（人形）
中間市九郎
　
豊竹古住太夫
吉田
　
玉市
女房お弓
　　
竹本織の太夫
吉田玉五郎
旅の男
　　　
竹本伊達太夫
桐竹紋二郎
旅の女
　　
豊竹小松太夫
吉田
　
文雀
　　　
 （三味線）
　　
野澤市治郎
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 （青の洞門
　
太夫）
　　
竹本津太夫
　　
石工宗六
　　　　　　　　　　
吉田
　
玉昇
　　
宗六女房
　　
吉田
　
文雀
　　
中川実之介
　　　　　　　　　
桐竹勘十郎
　　
 （三味線）
　　
竹沢団六・鶴澤藤二郎
　
昭和三十年、三十三年、三十四年では幾つかの変化が見られる。
まず、 「鳥居峠茶屋の段」と「青の洞門の段」を複数の同じ太夫が語る形式であったのが、昭和三十四年九月の北海道巡業では、「青の洞門の段」は、一人の太夫が語る形式になっている。　
さて、昭和三十年の劇評で「青の洞門に刈り込みができて却つ
て平板なものになつた嫌ひがある」と指摘されていた刈り込みにというのは、これは右に挙げた配役表①②③を比較してもわかる。昭和三十年一月公演で 、パンフレットに本文が載っているが、それを確認すると、 「青の洞門の段」は、了海 実之助の二人芝居になっていて、確かに石工夫婦や大勢（百姓あるいは里人）は登場しない。 「比は延享二年秋深く 九国の西北山国川 くさり渡しの難所をば、救わんための誓願はただ一介 旅の僧」と始まる地の文 後、了海が己の犯した罪や、何故ここで洞窟を掘っているのかを述懐しているところに、実之助がたどり着き、了海に声を掛ける。敵である事を認めた了海は、討たれようと言いかけて、一度はこの洞窟を掘り抜くまでの猶与を求めるが、すぐに自
分でそれを撤回して、実之助に討たれようとする。しかし、実之助は大願成就まで待とうと言い、なおかつ自分も共に洞窟を掘ろうと言い出す。　
他のバージョンでは、冒頭の地の文は同じ。了海の述懐の後に
石工夫婦が訪れてやり取りがあったところに実之助が尋ねてく了海に切りかかろうとする実之助を止めるため 、石工夫婦は大声を上げて辺 の人々を呼び、大勢が登場して が了海を切ろうとするのを、石を投げつけて阻止する。了海が人々を止めようとするがなかなか収まらない中、実之助は一旦その場を離れる。その夜更け、再び了海の基に赴いた実之助に対して、覚悟をしていた了海が念仏を唱えて討たれようとするが は討ちかね、大願成就まで待と 言い、なおかつ自分も共に洞窟 掘ろうと言い出す。以上のような展開に っている。石工夫婦の登場 無くなっているのが、 昭和三十年一月上演の際の大きな「刈り込み」であろう。　
そもそも、原作の小説『恩讐の彼方に』では、特定 名前があ
る石工は登場しないが、了海 始めた掘削作業を当初は嘲笑 、後には手助けをする山国郷の人々や、雇われた石工達が登場する。その中でも、 実之助が了海を尋ねてきた時に対応する「 頭」や実之助と石工や周辺の人々が険悪になった場を収める「老人」は大きな役割を果たしている。戯曲『敵討以上』では、青の洞門の場面は周辺の人々や の会話からはじまり、石工頭が了海尋ねてきた実之助に対応し 険悪になった場 収める。それらの
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人々を代表するような人物として設定されているのが浄瑠璃「恩讐の彼方に」の石工の夫婦である。　
二人だけの芝居というのは、 ある意味斬新である。しかし、 人々
の会話から、了海の艱難辛苦が窺われ、また実之助と人々の険悪な状態の中、討たれる覚悟をしている了海が実之助を庇うために発する言葉から 了海の苦悩などが窺え わけで、これらは、了海となってからの市之介の人物像を示す大切 場面 あると言え劇評で「平板」と書かれた も尤もである。　
実は、最初に挙げた豊竹咲太夫氏蔵の床本には、貼り紙による
訂正箇所が複数ある。そ 中でも今挙げた部分には大幅な訂正施されている。すなわち、一人洞窟を掘る 許 尋ねてきた実之助に、了海は討たれようと い けると、洞窟の入口から礫が多数飛んで来て、討とう する実之助を阻止する。周辺 人々が礫を投げると察した了海は、 「此お武家に石一つ指一本でも加へたら。了海は立所に舌かみ切って相果るぞ」と言う。人々が礫を投げる理由を察した実之助が、了海にこの洞窟を掘り終えていない現在に討たれるのは無念ではないかと聞くと 了海は「こ洞門の人柱と成」と告げて首を討たれよう る。それを聞いた実之助は、大願成就まで待とうと言い…、という展開に改変されているのである。石工夫婦は登場 ない。 し、どこからともなく飛んでくる礫を前に、了海が己 覚悟を語ると う形で、了海の人物像を少しで表そう しているといえよう。この貼り紙よる改変がどの段階で施されたのかは、床本を見る限りでは不明
である。しかし、公演パンフレットと異なる本文である点からみて、昭和三十年一月の大阪での公演は、パンフレットの通りの詞章で上演されたのではないかと推察する。公演の途中か、あるいは同年の御園座、南座 の引越興行でこの貼り紙による訂正が施されて語られたのではない 。この改訂が南北の手によったのかは不明である。なお、貼り紙部分の文字は、竹本綱太夫の手である（豊竹咲太夫氏談） 。　
松竹大谷図書館には、竹本雛太夫寄贈の床本『恩讐の彼方に』
がある。竹本雛太夫 、歌舞伎 竹本連中の 人で、昭和三十五年に歌舞伎で「恩讐の彼方に」を した際に浄瑠璃部分を語っている。床本は、昭和三十四年八月 書写という奥書がある。この床本の本文は、豊竹咲太夫氏所蔵床本の訂正箇所をほぼ踏襲している。ある段階での、これが完成稿であったの ろう。　
しかし、昭和三十三年以降の文楽では、石工夫婦が登場する。
これは昭和十四年バージョンに戻したということであろうか。この時点で食満南北は既に死去しているので、元に戻す判断等は南北に依るのではない 昭和三十三年以降の公演パンフレットには、鷲谷樗風補訂、鶴澤寬治補曲の 字が入 。石工夫婦が再度登場するようになる脚本は、鷲谷樗風による補訂部分 えよう。
六、昭和三十五年上演の歌舞伎
　
昭和三十五年六月、市川猿之助一座・中村吉右衛門劇団合同公
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演が新宿第一劇場で行われ、 「恩讐の彼方に」が上演される。主演の市川猿之助は、大正十三年に市村座で「恩讐の彼方に」で主演した二世市川猿之助である。この時、猿之助は大正十三年の再演ではなく、食満南北脚色の浄瑠璃を歌舞伎化して上演している。パンフレットには、 「菊池寛原作、食満南北脚色、喜熨斗政泰演出、竹本綱太夫竹沢弥七作曲、鶴澤寬治補曲、鷲谷樗風補訂」と書かれている。　
松竹大谷図書館には、昭和三十五年の興行に関連する資料が数
種所蔵されている。謄写版による台本が二種類 同じく謄写版で表紙に「ＮＴＶ中継台本」と書かれた 、竹本雛太夫による竹本部分の床本である。この床本に 、末尾に「昭和三十五年五月廿一日／竹本雛太夫清書」の文字が見える。この中では、おそらく中継台本が、猿之助主演の歌舞伎の最終形態であろう。　
文楽の床本と比較すると、昭和三十年バージョン（先述したと
おりこれを竹本雛太夫は写してい ）と、鷲谷樗風の補訂を経た昭和三十三年以降のバージョンの双方を利用している事がわかる。鳥居峠茶屋の段は三十年 に近く、青 洞門の前半は石工夫婦が登場する卅三年以降のバージョンを更に補訂、最後の場は再び三十年バージョンに近い形となっている。さらに 全体の冒頭に「中川三郎兵衛の邸」 付け加えた形で上演している。文楽にない「中川 郎兵衛の邸」には、 「以上の一幕は義太夫三味線の補助音楽を流すべし、楢山節考の形態をとりたし」という注意書きが謄写版の台本に記されて 、竹本による語り なく、
三味線の音だけが使われていた。　
猿之助がどうした意図で、 一旦浄瑠璃化された「恩讐の彼方に」
を歌舞伎で上演しようとしたのか定かでない。ただ、 『演劇界』昭和三十五年六月号に、 「恩讐 彼方に」と う特集記事が榎本慈民によって書かれているが、そこに　　
写実的な近代劇作品が文楽で古典化された、それをこんどは歌舞伎の方に折りなおしてみるとどういうことになるか、そう思ったんです。それに、義太夫三味線のあのヴォリュームを生かしたかった。ト書浄瑠璃式にベタづけにするとスピードが落ちますから、第一場なんかは三味線だけにしてみました。
という猿之助の言葉が紹介されている。　
この歌舞伎「恩讐の彼方に」は、 『演劇界』の同じ号に利倉幸
一が劇評を書いているが、そこに「幕切れのさかんな拍手」とあるので、観客には好評であったらしい。しかし、当時の劇評家たちにはこの公演は大不評であったらしく、利倉幸一も榎本慈民も酷評している。特に二人共が、元となった浄瑠璃本文 つい 辛辣な言葉を並べている。　　
猿之助が菊池寛原作『恩讐の彼方に』をチョボを使って演出した。一つの試み。チョボをつかうというような古い歌舞伎の手法をとり入れるには、これははまっ 材料である。
　　
しかし、惜しいことに仕事に今ひとつ慎重さが欠けていた。
あるいは何時もの新作上演以上に準備をしてかかったかのよ
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うではあるが、根底とも言うべき台本の制作がおろそかだった。文楽座での人形浄瑠璃台本（食満南北脚色、鷲谷樗風補訂）に、僅かに手を加えた程度のものであったが、よくもこのような浄瑠璃としても体裁をないしていないもの 文楽の床にかかったと驚くほどに ぞんざ なのである。単に説明に終始しているに過ぎない だ。それも熟さない詞章が平気でつかわれている。 （利倉幸一）
　　
 批評は劇評にゆずるとしても、致命的なのは台本のお粗末さである。前記のとおりだが実は書きながらほとほと閉口 た。（中略）おナマな怪しいセリフやチョボが数えきれない。 （中略）猿之助にとっても歌舞伎界にと ても観客にとっても魅力的なレパートリーをふやす好機だったのだが、それだけに台本の質の低さが惜しまれる。 （榎本慈民
　
確かに、食満南北の脚色による「恩讐の彼方に」本文は、利倉
幸一や榎本慈民が顔を顰めるような、大時代な文句が並び、文章の面では、「近代小説」「近代劇」とはほど遠い。南北の「恩讐の彼方に」 けして褒め称えられるような文章ではないのは確かではある。しかし、歌舞伎「恩讐の彼方に」の不評は、組み合わせが悪かった故の不運とも言える。二世市川猿之助は、大正期に「恩讐の彼方に」を好演し、また同じ菊池寛原作の「父帰る」を上演して好評を得たという過去がある。＂ 演劇評論家 ＂であ 利倉幸一・榎本慈民が、歌舞伎の革新者で った市川猿之助の「恩讐の彼方に」再演に過大な期待を抱き そ 落胆した は無理
ないことである。　
新作は求められていても、 「近代劇」は求められていない文楽
のために脚色された 「恩讐の彼方に」 と、 少なくとも評論家には 「近代劇」を期待されてい 歌舞伎 「恩讐の彼方に」では求めるものが全く異なる。そもそも語り物である浄瑠璃が、例えば菊池寛の『恩讐の彼方に』のままの本文を語れば、 それは却って「ナマ」で聞き難いだろう。前近代を引き継ぐ劇界にどっぷりとつかり、座付き作者として、あるいは浄瑠璃の脚色者として活躍してきた食満南北の脚色に「近代劇」を求めるのはお門違いである。 すると、あえてこれを使った二世市川猿之助 意図は、演劇評論家の期待 は全く別次元にあ のかもしれない。　
以上、展示のために床本「恩讐の彼方に」を借り受けたことを
契機に調べた、 「恩讐の彼方に」上演史とそ 脚色の変遷 概略を述べてきた。現在、歌舞伎で上演する「恩讐 彼方に」は、食満南北脚色ではなく、野口達二補綴による台本でチョボは入らい（演出は野口達二、後に大場正昭） 。一方、文楽 は上演が途絶えている。もしも今、文楽で上演されたならば 食満南北 脚色はどのように聞こえるのか、興味がなくはない。
